
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
21
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
過
疎
対
策
事
業
債
を
財

源
と
し
て
有
効
活
用
し
、
過

疎
地
域
へ
の
子
育
て
世
帯
移

住
促
進
を
目
的
と
し
た
「
保

育
園
留
学
事
業
」
を
新
た
に

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

色
々
な
課
題
が
想
定
さ

れ
る
が
、
調
査
・
研
究
を
検

討
す
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
顕
在
化
し

た
医
療
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は

問　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
・

し
な
い
は
、
個
人
の
自
由
で

あ
る
が
、
科
学
的
根
拠
デ
ー

タ
を
市
民
に
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
発
表
す
る
こ
と
に

な
る
。

問
　
学
校
や
都
市
公
園
等
に

お
け
る
樹
木
の
管
理
・
点
検

は
ど
う
か
。

答　

学
校
の
樹
木
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
毎
年
各
学
校
に

剪
定
希
望
調
査
を
行
い
、
計

画
的
に
対
応
し
て
い
る
。
特

に
高
木
な
ど
危
険
を
伴
う
も

の
や
、
周
辺
民
地
へ
影
響
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
優

先
的
に
剪
定
等
を
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
先
月
曽
於
市
で

発
生
し
た
事
故
を
受
け
、
全

て
の
市
立
幼
稚
園
及
び
小
・

中
・
高
等
学
校
の
樹
木
に
つ

い
て
、
樹
木
医
に
点
検
業
務

を
委
託
し
た
。
そ
の
他
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
な
ど
が
定
期
的
に
点
検

し
、
樹
木
の
剪
定
や
伐
採
・

撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
を
急
げ
な
い
か
。

答　

社
会
的
認
知
度
が
ま
だ

低
い
こ
と
も
あ
り
、
実
態
が

把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
過
重

な
家
事
を
担
っ
て
い
る
子
ど

も
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず

に
、
教
育
を
受
け
る
子
ど
も

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
県
が
９
月

か
ら
実
態
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
戸
別
受
信
機
の
配
備
に
つ

い
て

問
　
税
外
収
入
に
対
す
る
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
評
価
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
含

む
、
新
た
な
取
組
の
展
望
は

ど
う
か
。

答　

歳
入
確
保
の
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
広
告
掲
載
、

市
有
財
産
の
貸
付
、
未
利
用

財
産
の
売
却
な
ど
の
取
組
を

行
っ
た
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
使
用
料
等
も
見
直
し
、
公

平
性
の
確
保
・
受
益
者
負
担

の
適
正
化
を
図
っ
て
き
た
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
経
営

健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
や
公
用
車
の
広
告
募

集
、
公
共
施
設
を
活
用
す
る

ア
イ
デ
ア
募
集
を
開
始
し

た
。
今
後
も
、
対
象
施
設
の

拡
大
を
図
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
税
外
収
入
確
保
の
取
組

を
進
め
る
。

問　

税
外
収
入
な
ど
を
財
源

に
し
て
、
長
年
放
置
さ
れ
て

い
る
公
共
施
設
の
修
繕
や
設

備
導
入
な
ど
に
取
り
組
め
な

い
か
。

答　

公
共
施
設
管
理
計
画
等

に
基
づ
き
、
維
持
す
べ
き
と

判
断
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
特
定
建
設
事
業
基
金
や

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
な
ど

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

宮
田
　
竜
二  

議
員

前
島
　
広
紀  

議
員

植
山
　
太
介  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

サン・あもり体育館の天井

問
　
７
月
９
日
の
豪
雨
で

は
、
新
天
降
川
温
泉
近
く
の

排
水
ポ
ン
プ
が
稼
働
か
ら
30

分
で
停
止
し
た
。
ポ
ン
プ
は
、

す
で
に
28
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
後
の
改
善
策
は
。
姫

城
西
瓜
川
原
・
稲
成
田
地
域

で
は
、
床
上
浸
水
や
10
台
を

超
え
る
車
両
被
害
を
受
け
た

が
、
対
策
は
ど
う
か
。
市
道

木
之
房
～
上
野
線
の
崩
落
災

害
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
か
ら

の
排
水
が
原
因
で
は
な
い

か
。
災
害
防
止
対
策
と
早
期

改
修
は
で
き
な
い
か
。

答　

隼
人
地
区
の
７
基
の
ポ

ン
プ
は
、
設
置
後
21
年
～
28

年
が
経
過
し
て
お
り
、
ポ
ン

プ
や
電
気
設
備
は
、
設
置
後

30
年
で
交
換
が
必
要
。
新
し

い
技
術
の
導
入
、
遠
隔
操
作

や
自
動
化
な
ど
も
考
慮
し
て

調
査
研
究
す
る
。
西
瓜
川
原

排
水
機
場
は
、
ポ
ン
プ
の
増

設
や
調
整
池
の
新
設
を
計
画

し
て
い
る
。
木
之
房
～
上
野

線
は
、
災
害
復
旧
工
事
で
ブ

ロ
ッ
ク
積
を
施
工
す
る
。
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
調
整

池
か
ら
の
排
水
路
整
備
は
、

事
業
者
と
改
善
協
議
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
権
条
例
問
題
に
つ
い
て

・
大
規
模
開
発
に
伴
う
災
害

を
防
止
す
る
市
独
自
の
条

例
制
定
に
つ
い
て

問
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
り
、
食
料
安
全
保

障
が
問
わ
れ
て
い
る
。
肥
料
、

飼
料
、
燃
料
、
資
材
等
の
価

格
高
騰
で
、
社
会
生
活
に
も

影
響
し
て
い
る
。
現
在
、
国

は
、
対
策
を
検
討
中
で
あ
る

が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
る
か
。

答　

食
料
の
安
定
的
な
供
給

は
重
要
で
あ
る
。
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
り
な
が
ら
関

係
機
関
と
連
携
し
、
安
定
し

た
生
産
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
く
。

問　

農
業
者
の
所
得
を
保
証

す
る
収
入
保
険
制
度
に
つ
い

て
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答　

経
営
の
安
定
の
た
め
に

総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問　

市
単
独
事
業
の
担
い
手

経
営
発
展
等
支
援
事
業
及
び

「
稼
ぐ
力
」
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
事

業
実
施
者
か
ら
は
、
非
常
に

使
い
勝
手
が
良
い
と
高
い
評

価
を
得
て
い
る
が
、
来
年
度

以
降
も
続
け
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

答　

担
い
手
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め

事
業
の
枠
や
対
象
者
を
増
や

し
て
き
た
。
今
後
も
継
続
し

た
い
。
予
算
額
に
つ
い
て
は
、

農
家
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

検
討
し
た
い
。

問
　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

を
目
前
に
し
て
、
子
牛
の
値

段
が
下
落
し
て
い
る
が
、
原

因
は
何
か
。

答　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
外
食
産
業
等
の
落
ち
込
み

や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
穀
物
等
の
価
格
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
肥
育
農
家
が
子

牛
の
購
買
を
控
え
て
い
る
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

竹
を
牛
の
餌
に
加
工
す

る
企
業
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

畜
産
の
飼
料
で
は
牛
・

豚
・
鶏
に
お
い
て
試
験
が
積

み
重
ね
ら
れ
活
用
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

公
用
車
の
現
状
は

問　

本
市
の
公
用
車
の
配
置

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
経
費

は
い
く
ら
か
。

答　

消
防
局
を
除
く
公
用
車

の
保
有
台
数
は
４
４
７
台
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
上
下
水
道

部
を
含
む
隼
人
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
35
台
、
溝
辺

12
台
、
横
川
12
台
、
牧
園
12

台
、
霧
島
16
台
、
福
山
13
台

で
あ
る
。
ま
た
消
防
局
で
は

保
有
台
数
34
台
で
、
本
部
10

台
、
中
央
署
８
台
、
隼
人
２

台
、
福
山
２
台
、
溝
辺
３
台
、

北
署
５
台
、
霧
島
２
台
、
横

川
２
台
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
消
防
団
車
両
93
台
で
あ

る
。
車
両
の
維
持
管
理
費
は

４
，９
８
６
万
円
、
消
防
局

で
６
，０
９
２
万
円
、
消
防

団
車
両
８
２
６
万
円
で
あ

る
。

宮
内
　 

博 

議
員

下
深
迫 

孝
二  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

木
野
田
　 

誠  

議
員

浸水被害を受けた車両


